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都
労
連
は
、
10
月
２
日
16
時
よ
り
、

勧
告
前
最
後
と
な
る
人
事
委
員
会
要
請

を
行
い
、
追
加
分
の
署
名
を
提
出
し
ま

し
た
。
要
請
署
名
は
合
計
で
３
３
，
４

９
３
筆
と
な
り
ま
し
た
。

人
事
委
員
会
は
、
現
時
点
で
の
作
業

状
況
と
し
て
、
①
現
在
の
公
民
比
較
方

法
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
、
②
東
京
地

域
の
公
民
較
差
は
必
ず
し
も
国
家
公
務

員
と
同
様
の
傾
向
と
は
な
ら
な
い
③
給

与
の
改
定
方
針
に
つ
い
て
は
、
職
責
・

能
力
・
業
績
を
適
切
に
反
映
、
手
当
制

度
を
根
幹
に
立
ち
返
っ
て
再
検
証
、
昇

給
制
度
に
能
力
・
業
績
を
よ
り
厳
格
に

反
映
④
地
域
手
当
は
制
度
趣
旨
の
理
解

を
⑤
住
居
手
当
に
つ
い
て
は
、
手
当
の

必
要
度
合
い
を
厳
格
に
考
慮
し
支
給
対

象
を
見
直
す
方
向
で
検
討
、
勧
告
・
報

告
で
検
討
結
果
を
示
す
⑥
特
別
給
に
お

け
る
成
績
率
の
適
用
範
囲
拡
大
等
が
必

要
⑦
人
事
制
度
に
つ
い
て
は
、
採
用
か

ら
退
職
ま
で
の
人
事
制
度
全
体
を
多
角

的
な
視
点
で
検
討
⑧
職
員
の
働
く
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
実
効
性
の
高
い
取
組

が
重
要
、
等
の
認
識
を
示
し
、
10
月
中

旬
ま
で
の
勧
告
を
目
途
に
鋭
意
作
業
に

努
め
る
と
し
ま
し
た
。

都
労
連
は
、
要
求
に
反
す
る
検
討
状

況
に
強
く
抗
議
し
、
①
国
・
他
団
体
と

の
均
衡
を
押
し
付
け
ら
れ
た
公
民
比
較

方
法
は
都
で
は
妥
当
性
が
な
い
②
東
京

地
域
の
公
民
較
差
に
つ
い
て
昨
年
ま
で

と
同
様
の
説
明
は
通
用
し
な
い
③
行
き

過
ぎ
た
昇
給
カ
ー
ブ
の
フ
ラ
ッ
ト
化
是

正
を
こ
そ
求
め
る
、
昇
給
制
度
に
つ
い

て
都
側
に
加
担
す
る
言
及
は
不
当
介
入

で
あ
り
許
せ
な
い
④
地
域
手
当
は
国
と

の
均
衡
を
廃
し
、
本
給
に
繰
り
入
れ
、

島
し
ょ
・
都
外
公
署
職
員
と
の
給
与
格

差
解
消
を
⑤
都
職
員
の
生
活
と
住
宅
事

情
を
踏
ま
え
、
住
居
手
当
制
度
の
改
善

を
、
改
悪
と
一
方
的
勧
告
は
容
認
で
き

な
い
⑥
特
別
給
の
成
績
率
拡
大
は
労
使

交
渉
中
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
こ
の
課
題

に
触
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

⑦
人
事
制
度
に
つ
い
て
は
現
状
と
経
緯

を
踏
ま
え
労
使
交
渉
に
委
ね
よ
、
等
人

事
委
員
会
の
見
解
に
対
し
て
全
面
的
に

反
論
を
展
開
し
、
都
労
連
要
求
に
否
定

的
か
つ
正
反
対
の
見
解
に
強
く
抗
議
、

再
検
討
を
行
っ
て
都
労
連
要
求
を
勧
告

に
反
映
す
る
こ
と
を
改
め
て
求
め
ま
し

た
。

９
月
29
日
（
土
）
・
30
日
（
日
）
の

２
日
間
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
お
い
て
、
「
第
11

回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
in
埼
玉
」

が
開
催
さ
れ
、
支
部
か
ら
は
、
の
べ
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
阿
部
彩
（
あ
べ
・
あ
や
）

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
社

会
保
障
応
用
分
析
研
究
部
長
の
記
念
講

演
、
「
す
べ
て
の
人
に
、
暮
ら
し
を
守

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
」
が
あ
り

ま
し
た
。

日
本
の
貧
困
の
特
徴
と
し
て
、
①
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
が
多
い
（
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
率
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
参
加
国
の
中
で

５
位
！
）
、
②
「
特
定
世
帯
」
の
貧
困

率
が
突
出
し
て
い
る
、
③
政
策
に
よ
る

貧
困
削
減
効
果
が
少
な
い
、
と
い
う
実

態
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
貧
困
の
連
鎖
と
格
差
極
悪

論
が
あ
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
生
活

保
護
受
給
者
や
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
に

繋
が
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
日
本
に
一
番
足
り
な
い
の

は
連
帯
感
で
あ
り
、
今
こ
そ
す
べ
て
の

人
が
連
帯
し
て
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と
強
調
。
多

く
の
人
々
を
巻
き
込
み
、
社
会
を
変
え

る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
ょ
う
！
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

次
に
基
調
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、

「
日
本
国
憲
法
の
誠
実
な
実
行
を
め
ざ

す
特
別
委
員
会
」
と
題
し
た
“
模
擬
国

会
”
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
３
つ
の
ナ
イ
タ
ー
講
座
、

青
年
の
企
画
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
「
く
ら
し
の
基
盤
を
確

立
し
、
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し

い
地
域
を
つ
く
る
」
「
人
間
ら
し
く
生

き
、
豊
か
に
学
ぶ
」
「
く
ら
し
を
さ
さ

え
、
自
治
を
育
て
、
住
民
本
位
の
自
治

体
づ
く
り
」
と
い
う
３
つ
の
分
野
に
分

か
れ
て
、
28

の
分
科
会
、
１
講
座
、

「
八
ッ
場
ダ
ム
視
察
」
と
「
小
江
戸
・

川
越
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
２
つ
の

現
地
分
科
会
、
計
31
の
テ
ー
マ
毎
に
活

発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
集
会
は
、
２
年
ご
と
に
全
国
持
ち

回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
年
後

の
第
12
回
集
会
に
も
、
是
非
多
く
の
参

加
者
を
結
集
し
ま
し
ょ
う
！

皆様からのご意見や情報

をお待ちしております。

keizaisibu@aurora.ocn.ne.jp
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３
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３
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事
委
］

１
０
月
中
旬
ま
で
の
勧
告
を
目
途
に
鋭
意
作
業
中

［
都
労
連
］

都
労
連
要
求
に
正
反
対
の
見
解
は
認
め
ら
れ
な
い

直
ち
に
再
検
討
し
都
労
連
要
求
を
勧
告
に
反
映
せ
よ
！

第
11
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
in
埼
玉



毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
経
済
支
部
現
業
部
主

催
（
経
済
支
部
後
援
）
の
「
職
場
交
流
集
会
」
が
、

11
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
、
昨
年
と
同
じ

足
立
区
の
都
立
舎
人
（
と
ね
り
）
公
園
で
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
世
間
の
風
を
吹
き
飛
ば
し
、
元
気
を
出
そ
う
！
」

「
ご
家
族
や
仲
間
で
交
流
を
図
り
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
そ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま

す
！

経済支部ニュース 第11号(2012) 2012年10月10日(水) (2)

経済支部・中高年部・再任用再雇用部会主催

「高齢者雇用制度問題について」のご案内
１ 日 時 １０月１９日（金）午後５時２０分～（９０分程度を予定）
２ 場 所 都庁第２本庁舎３２階 自治労連都庁職会議室
３ 講 師 掛川 伸一 都労連書記次長（都庁職都立学校支部出身）
４ 内 容
(1) 高齢者雇用制度について

・国の動向や都の高齢者雇用制度の基本的考え方と都労連の取り組み
(2) 定年延長と再任用制度の問題点

・６０歳超職員の勤務困難の職種と職場の対応
・再雇用制度廃止に伴う雇用確保出来ない職員の処遇 ほか

５ 申 込 １０月１６日(火)までに支部へＦＡＸ（03-3343-2700）で。または、各分会常任委員へお申し込み下さい。
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